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七尾湾は魚から貝、海草ま
でがそろう、素晴らしい漁場
です。七尾産の天然のトリガ
イは市場では一級品として取
引されています。近年の研究
により、七尾湾で養殖できる
目途がつきました。これは注
目すべきことで、放っておく
手はありません。何でも最初
は辛いもの。新たな産業を生
み出すためには「夢」を託す
くらいの気持ちがなければな
りません。今が新しい商品開
発のチャンスです。
これは私の持論ですが、養

殖はやはり天然ものには勝て

ませんので、何か付加価値を
つけなければならないと思い
ます。例えば「ブリ大根」の
ようなイメージです。ブリだ
けでもなく、大根だけでもダ
メ。両者がタイアップするこ
とで、おいしい食べ方が生ま
れます。一番おいしい食べ方
を知っているのは漁業者です。
今後は魚（漁業）単独ではやっ
ていけない時代です。恵まれ
た環境を守りつつ、先を見て
やらなければなりません。七
尾独自の新しい発想で天然を
超える養殖の味を生み出して
いきたいと思います。

七尾産の天然ものは一級品
新たな産業を生み出す「夢」を託したい

「
七
尾
で
ト
リ
ガ
イ
が
獲
れ
る
の
？
」

と
思
わ
れ
た
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

ト
リ
ガ
イ
は
二
枚
貝
の
一
種
で
、
ト
リ

ガ
イ
漁
は
小
型
底
曳
網
（
貝
桁
網
漁
業
）

で
行
わ
れ
ま
す
。
七
尾
湾
産
の
ト
リ
ガ

イ
は
、
市
場
で
は
高
値
で
取
り
引
き
さ

れ
る
高
級
品
で
す
。
肉
厚
で
黒
色
を
し

た
そ
の
身
を
食
べ
る
と
、
海
の
香
り
が

口
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
、
噛
む
た
び
に

甘
味
が
出
て
き
ま
す
。
値
段
が
高
い
の

も
納
得
で
す
。

し
か
し
、
ト
リ
ガ
イ
の
漁
獲
量
は
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
平
成
10
年
頃
ま

で
は
１
０
０
ト
ン
以
上
の
生
産
を
誇
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
以
降
は
２
〜
３
ト

ン
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。（
も

と
も
と
二
枚
貝
の
仲
間
は
、
増
え
た
り

減
っ
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
水
産
物
で

す
）何

と
か
ト
リ
ガ
イ
を
安
定
供
給
で
き

な
い
か
と
考
え
、
平
成
21
年
度
か
ら
石

川
県
と
と
も
に
ト
リ
ガ
イ
の
養
殖
に
向

け
た
試
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、

夏
場
の
高
水
温
な
ど
ト
リ
ガ
イ
養
殖
に

と
っ
て
悪
い
条
件
が
続
い
た
も
の
の
、

順
調
に
成
長
し
ま
し
た
。
七
尾
湾
は
ト

リ
ガ
イ
の
養
殖
に
適
し
た
海
域
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
食
卓
に
七
尾
湾
産
の
ト
リ

ガ
イ
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
今
後
も

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

石 垣 康 弘 さん
石川県漁業協同組合ななか支所　支所運営委員長
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新
た
な
水
産
業
『
ト
リ
ガ
イ
』
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七
尾
湾
の
、
冬
の
海
の
幸
と
い
え
ば

「
能
登
か
き
」
で
す
。
七
尾
西
湾
域
（
中

島
・
田
鶴
浜
地
区
）
を
中
心
に
、
マ
ガ

キ
の
養
殖
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
七
尾

湾
で
の
養
殖
の
歴
史
は
古
く
、
大
正
時

代
に
始
ま
り
ま
し
た
。
里
山
里
海
の
恩

恵
を
受
け
エ
サ
と
な
る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

が
豊
富
な
た
め
、
七
尾
湾
の
「
能
登
か

き
」
は
１
年
で
出
荷
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
全
国
シ
ェ
ア
は
約
１
％
に
過
ぎ

な
い
も
の
の
、
日
本
海
側
で
は
最
大
の

産
地
で
す
。

カ
キ
は
「
海
の
ミ
ル
ク
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
タ
ン
パ
ク
質
、
脂
質
、
糖

質
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
含
ま
れ
、
さ
ら
に

カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
も
豊
富

で
、
理
想
的
な
健
康
食
材
で
す
。
こ
の

栄
養
満
点
の
お
い
し
い
「
能
登
か
き
」

を
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
市
内
の
保

育
園
の
給
食
に
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
旬
と
な
る
2
月
に
は
「
七
尾
湾

能
登
か
き
祭
り
」（
24
年
2
月
25
日
・

26
日
開
催
予
定
）、
３
月
11
日
に
は
「
能

登
和
倉
万
葉
の
里
マ
ラ
ソ
ン
」
に
提
供

す
る
な
ど
、
地
元
に
密
着
し
た
取
り
組

み
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
10
月

か
ら
出
荷
が
は
じ
ま
っ
た
「
能
登
か

き
」。
皆
さ
ん
も
、
地
元
の
お
い
し
い

カ
キ
を
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

※
「
能
登
か
き
」
は
「
石
川
県
漁
業

協
同
組
合
」
に
よ
っ
て
平
成
22
年
に
商

標
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

海
の
ミ
ル
ク
『
能
登
か
き
』

能登かき

七尾湾のカキに自信あり
「能登かき」のブランド化を進めたい

NOTO  KAKI

里山から流れ出る養分を
たっぷり含んだ川が、狭い海
域に何本も流れ込んでいる七
尾湾は、海域の栄養分が豊か
なことが特徴です。七尾湾の
能登かきは１年ものが主流で
す。全国的には、見栄えがす
る大きいものが良いというイ
メージがあるかもしれません
が、味は１年ものが良いのです。
カキはたくさんの海水を
吸ったり吐いたりするため、
海水の浄化能力に優れていま
す。海水中の二酸化炭素を吸
い込んで殻を形成するため、
地球温暖化防止にも役立って
います。また、魚がカキ棚で

卵を産んで育つという一面も
あります。
収穫後、別のカゴに移し替
えて海水中に１カ月程度置い
てから出荷しています。波に
もまれて貝殻の表面がきれい
になり、身もしっかり締まる
からです。最近では殻付きの
需要が高く、全国からの問い
合わせも増えているので、もっ
とブランド化を進めたいと
思っています。
 「能登かき祭り」や「七輪

まつり」などで味わう機会も
ありますので、地元の味をゆっ
くり堪能してください。

瀬 上 　毅 さん
石川県漁業協同組合七尾西湾支所　支所運営委員長
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